
　平成19年度一般会計の決算額は、歳入総額258億3,218万円、歳出総額251億266万円で、差し引き７億
2,952万円から、平成20年度へ繰り越すべき財源8,595万円を差し引いた実質収支額は、６億4,357万円とな
り、黒字決算となりました。
　歳入では、皆さんに納めていただいている市税が税制改正などにより増えたほか、事業実施に伴う基金から
の繰入金や市債なども前年より増加しました。一方で、地方譲与税や地方交付税などが大幅な減少となりました。
　歳出では、新市建設計画（注１）により、７つの基本目標を掲げ、これらの施策が効果的に展開されるために
特に優先的に取り組むべき施策を選定し、３つの重点プロジェクト事業を実施しました。その概要と主な事業
は次ページに掲載しています。

民生費
48億
4,946万円

土木費
41億
9,350万円

公債費
33億6,087万円総務費

33億1,215万円

教育費
29億
6,024万円

衛生費
22億
3,051万円

商工費
14億
6,924万円

農林水産業費
12億6,143万円

消防費
8億8,403万円

災害復旧費
3億344万円

議会費
2億6,586万円

労働費
1,193万円

市税
66億5,279万円

繰入金
13億
3,113万円

自主財源
（38.4％）依存財源

（61.6％）

その他の歳入
1億9,415万円

地方交付税
84億7,461万円

市債
26億
8,603万円

国庫支出金
21億
4,313万円

地方譲与税・交付金
14億5,472万円

県支出金
11億6,157万円

諸収入
6億
9,743万円

分担金・負担金、
使用料・手数料
6億8,884万円

繰越金
3億4,778万円



○「観光立市二本松市」イメージアップキャンペーン事業 1,811万円
○二本松駅前周辺整備事業 5億960万円
○二本松駅前広場整備事業 4億7,086万円
○集落営農推進事業 1,464万円
○首都圏等交流イベント参加事業 120万円
○市道整備事業 12億9,312万円
○公共交通計画の策定と生活路線バスの維持 9,850万円
○農地・水・環境保全向上対策事業 983万円

①活力ある産業・観光交流のまちづくり

○市民との協働による地域自治推進費の助成 1,334万円
62万円
357万円

③みんなで築く協働と自立のまちづくり

○消防施設整備事業 5,734万円

○健康づくり推進事業 176万円 ○総合型地域スポーツクラブ活動支援 911万円
○各種検診の実施と健康教室の開催 1億2,973万円

○妊婦健康診査事業と指導体制の充実 959万円 ○学童保育事業 5,348万円
○出産祝金支給事業 4,690万円 ○東和統合小学校建設事業 3億2,887万円

②人を育てるすこやかなまちづくり


